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1　本プロジェクトの目的

　従来、書籍などの形で公開されてきた文献資料が、近年になって様々な形で電子化され、計算

機上でも利川可能となってきている。そうした電子化された資料は、これまで手作業に頼らざる

をえなかった資料研究活動には、作業効率を上げるのに極めて有益なものとなってきている。し

かしその反而、提供されるデータがある特定の計算機環境に依存した形式になっているために、

せっかく収集したデータも再利用が極めて困難であるなどの問題も少なくない1。

　本プロジェクトでは、現在刊行中のWilhelln　Dilthey著作集2をOCRシステムを利用してテ

キスト型データへ変換し、テキスト型データベースにする事で、Diltheyに関する今後の基礎研

究を効率的に行えるようにする事を目的としているが、同時に様々な計算機環境上でも統一的に

扱えるテキスト型データベースの形式を考察し実現する事を目指すものでもある。

2　テキスト型データベースに必要な条件

　テキスト型データベースが持つべき条件を一言で言うならば、r現行の全ての計算機上で利用

可能なデータであること」となろう。これを具体的に見ると次のようになる：

・特定のハードウェアやソフトウェアの利用を強要するデータ構造ではない。

　特定のワープロ・ソフトや検索ソフトの専用デー一・一タは、現行の全ての計算機上で利用可能な

　データにはならない。なぜならそうしたソフトウェアは特定の計算機環境を想定して設計さ

　れており、他の環境に対する配慮はまず殆んどなされていないからである。また、そうした

　ソフトウェアは当然の事ながら特定のハードウェアを要求する事になり、マルチ・プラット

　フォームでのデータ処理に全く適さない。

・特定のハードウェアやソフトウェアに依存した文字コードを使用していない。

　いわゆる「外字」などの、特定の環境に依存した文字コードを使ってデータを作成すれば、

　そのデータは他の環境では正常な状態では利用できない。最悪の場合、システムを停止させ

　ることにもなりかねない。

　’学習院大学非常勤講師、E－Mai1：Makoto．Takase◎gakushuin．ac．jp

　†文学部教授、E－Mail：Osamu，Kutsuwada◎gakushuin．ac．jp

　1特に計算機上では多バイトで表現されている日本語などの文字コードと、ドイッ語などの非英謡圏の文字コードと

では互いに干渉を起こしてしまい、事実上混在を不可能にしてしまっている。見かけ上混在が可能なように見えるも
のもない訳ではないが、それは特定の環境に依存した形で見かけだけ出来ているようにごまかしているに過ぎず、そ

こで作成されたデータを他の計算機環境へ移植するのはほとんど不可能な状態である。
　2Dilthey，　Wi蓋helm：Gesammelte　Schriften，　B．　G．　Teubner　Verlagsgesellschaft，　Stuttgart，　Vandenhoeck＆Rup－

recht，　G6ttingen．
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テキスト型データベースを様々なプラットフォームの」二で利川するには、使川されている文

字コード体系が共通のものである必要がある。現行の文字コード体系では対応仕切れない

ものがあってもそれは、複数の文字コードを組み合わせた「文字列」により表現することで

対処すればよい。その際の表現方法は、国際的になるべく広く知られていて、どのプラット

フォーム上でも利用可能な方式に従うのがよい3。

・データは統一的に記述されている。

自明の事であるが、データベースとして有効に活用するためには、特に検索などの処理がき

ちんとできなければ意味がない。データ全体にわたって統一的な記述がなされていることに

よって、それは実現される。また、検索等の処理がどのプラットフォーム上でも統一一的に行

えるようにするためにも必要な事である。

さらに現行の文字コードの体系が未来永劫にわたって不変であるとは到底考えられない。将

来何らかの形で計算機で扱われる文字コードが変更される際にも、データ全体にわたって統

一的な記述がなされていれば、変更は樋めて容易に行える4。

・ネットワークを介しての利川もできる必要がある。

　ネットワークの発達に伴い、様々な地域の様々な環境を持つ計算機が、鄭一のデータを共有

　することも比較的容易になってきている。データベースは広く公開され、より多くの人達が

　利川できなければ、それを作成する意味はない。そしてより多くの利用者に対してデータを

　公開するには、ネットワークを活用するのがもっとも効果的である。

　しかしテキスト型データベースは、その元となる資料の性質上、あらかじめ著作権者の承認

　を必要とする。公開に先立って著作権者との交渉は不可欠な要素となる。

●検索などにより抽出したデータは容易に再利川できる。

　この種のテキスト型データベースを利川する主な目的は、得られたデータを利用して、学術

　的な調査・研究を行うことである。得られたデータは当然そうした調査・研究を発表する際

　にも利川される。その際、データの構造や記述方法に問題があると、発表の際の利川を妨げ

　る事になり、研究作業効率を落してしまう。そのような事を起こさないためにも、データの

　構造や記述には、移植性の高い方式を導入すべきである。

3　作成するテキスト型データベースの基本仕様

　2章で述べた条件に基づいて、本プロジェクトではW．Dilthey著作集のデータを以下に述べ

るような仕様のものにした。

3．1　データ

　W．Dilthcy著作集中のテキストのうちDiithey自身の手によると思われるテキスト・註などを

データとして収録する。データはテキスト型データとし、検索用のツールには取り敢えずawkを

　3例えばTF．Xの記述方法などがこれに該当する。

　4現在、国際標準化機構（ISO）を中心に、　ILt界各国で用いられている計算機用の文字コードを見直し、国や地域に

依存せずに計算機上で多言語を扱えるようにしようという国際規格の制定作業が進められている。一般にISOIO646
と呼ばれているこの規格案には、様々な問題が指摘されてはいるものの、これに合わせる形で、現（ll　JISでも日本語

文字コード規格σ）改訂作業が進んでいる。これについては【1：S】、（17｝を参照。
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利用することにする。これは以下の理山による：

　・awkで利用できるのは、ごく普通のテキスト型データであるので、そのデータはawk以外

　　のツールでも容易に取り扱うことができるため。

　・awk一とりわけ9nu版awk　一は現在ではさまざまなプラットフォーム上に移植されてお

　　り、どのプラットフォームでも共通のオペレーションが行えるため。

　・awkのもつ正規表現による検索機能は、テキスト型データに対して極めて柔軟に、かつ有

　　効に機能すると考えられるため。

3．2　データ構造

著者名・巻数

　オリジナルデータの1巻分を1つのファイルに収め、ファイル名＋拡張子（DOSの場合、8＋3

文字）によって原著者名、巻数を表すことにする。つまり今回の場合はdilthey．1などのように

なる。

データ内部

　データはごく普通のテキスト型データであるが、取り敢えずはawkでの処理を前提として、以

下に述べる複行レコード形式5をとる事とする。

前提となる基本構造（複行レコード形式）：

　・データは複数のレコードで構成される。

　・各レコードの区切り子は、二つの連続する改行で表す。

　・1レコード内の各フィールドの区切り子は、改行一つで表す。

レコードの仕様

　・1レコードは複数フィールド＋レコード区切り子で構成される。

　・1レコードをオリジナルテキストの1ページと対応させる。

　・1レコードの構成要素は

　　　1．著作集内のページ番号

　　　2．当該ページのテキスト（オリジナルの1行＝1フィールド）

　　　3。レコード区切り子（連続する改行2つ）

　　とする。

　レコードの概念図を付録Aに示しておく。

　5複行レコード形式に関しては、【51，［i8］，（22】を参照。また正規表現に関してはこの他に【15）も参照。
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フィールドの仕様

　1．1フィールドは文字列＋フィールド区切り子で構成される。

　2．1フィールドをオリジナルテキストの1行と対応させる。

　3．ただし、第一フィールドは著作集内での実際のページ番号を入れるものとする。

　4．テキスト中の段落の最初は、3バイトのスペースを入れる。

　5．テキスト中の章などのタイトルは、行頭にタブコードを入れて他と区別する。

　6・欧文特種文字は原則としてTEXの記述方式に従うものとする。ただしドイツ語に関しては、

　　ドイツ語川スタイルフ・イル9・1’lll・・，1・・・…Yによる記述方式をとるものとする．（付録Bおよ

　　び国参照。これによりデータは現行のあらゆる環境’ドで利川可能となる。）

　　例：

　　オリジナル・Di・・e・T・g，　d・・dem　9・・B・n　L・ib・i・g・widme・i・・，1。9・・di。　E，wttgng

　　　　　　　　　　　　J
　　　　デtiタ・D’eser　T・9・…d・・g…sen　L・・b…g…dmet　i・t，・・g・d・。　E。w・ag。。g

　7．ダッシュは“一”3バイトで、範囲指定のハイフンは“一”2バイトで表わす。

　　例：

　　　　　オリジナル：　　　　　　　　　　データ：
　　　”噛zu　k6nneit－wci1…　　　⇒　　…　　zu　kt，onnen　＿＿＿　wei1．．．

　　　　　　1545－1563　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1545－－1563

8．分綴により二行にまたがっているものは、分綴を解消し、その語が始まっている行に入れる

　　ものとする。

　　例：

　　　　　　　オリジナル：　　　　　　　　　　　　　　データ：

錨搬二，illllegt　die聰一置騨・t’・t’・・g・d・・E・・”・gunge

9．脚沿三は以下のように扱う：

　　（・）本刻暮の／tl三を指示する箇所には、＼f。・tn・t・…k［・］でil】三がある・」晦1ミし、レコ＿ド

　　　　の最後に＼footnotetext［1］｛｝で註のテキストを示す。

　　（b）註のテキストは本文の場合と同様に改行して表すものとする。

1〔）．8cSperrtで表記されている箇所は当面｛＼em　　｝で表す。二行にまたがっているものは各

　　行で｛＼em　　｝の記述を行う。

　例：

　オリジナル・S・ll・i・1・　di・・e　K6・perschaft・1・1・b・。dig。　E　i。h。it＿

　　　　　　　　　　　」
　データ：Soll　sich　diese　K・orperschaft　als｛＼em　lebendige　Einheit｝＿
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11．itaricで表記されている箇所は当面｛＼it　　｝で表す。二行にまたがっているものは各行

　　で｛＼it　　｝の記述を行う。

　　例：

　　オリジナル：Son　sich　diese　K6rperschaft　als　tebendige　Einheit　…

　　　　　　　　　　　　」

　　データ：Soll　sich　diese　K”orperschaft　als｛＼it　lebendige　Einheit｝…

12．テキスト中にギリシア語が出て来た場合、とりあえずその位置には＄＄を入力しておく6。

具体例はこの他に付録Cにも掲載しておく。

4　1994年度までに作成したデータについて

4．1　利用した計算機環境

　本プロジェクトで使川した計算：機環境は以下の通りである：

　　・コンピュータ本体：Dell　466／L（含：8〔）486DX2－66MHz，24MB　RAM，230MB　HDD他）

　　●イメージ・スキャナ：Hewlett　Packard　HP－ScanJetllp

　　●OS：IBM　DOSJ　Ver．5．02D／V十英語版Microsoft　Windows　Ver．3．10

　・欧文OCRソフトウェア：OMNIPAGE　Professional

　・テキスト・エディタ：MIFES　Ver．5．5

　・その他：フリーソフトウェア多数（jgawk，　Microspell，　ASCII日本語PTEX他）

4．2　作業手順

　1．まずWindows環境下でOCRソフトを起動し、対象となっているオリジナルテキストを読

　　み取ってテキストファイルへ出力させる。

　2．awk　g．　cril）t等を利川してデータをある程度整形する。

　3．OCRシステムの読み取りエラーのチェック並びにデータの整形作業を行う7。

　4．スペルチェッカー（Microspell）を川いて再度エラーの有無をチェックしデータ形式の最終的

　　整形を行う。

4．3　1994年度までに作成したデータ

　上記の作業手順に基づいて1994年度までに作成したデータは、Dilthey著作集20巻のうち第

1巻～第5巻および第19巻の合計6巻分である。なおデータ作成にあたり、法政大学大学院哲

学専攻科に所属の伊藤　直樹氏より、Dilthey著作集のデータ化についての先行するプロジェク

ト等に関する情報の提供を頂いた。また伊藤氏の仲介で、豊田短期大学日本文学科の森本司氏

　6これは、入力・チェック等の負担軽減のための暫定的措置で、ギリシア文字の扱いにっいては今後さらに検討する。

　7この段階で多くの学生諸君の協力を得られたことに深く感謝する。
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か．ら第19巻の入力済みデータを提供して頂いた。また、東京大学教養学部の麻生　健氏より第

5巻の入力済みデータ並びにOCR作業川資料等を提供して頂いた。三氏からはこの他にもアド

ヴァイスを頂いており、データ作成に大変役立った。ここに深く感謝したい。

5　今後の課題

これまでの作業の結果、今後次に挙げる事を行う必要が出てきている：

●既刊のDilthcy著作集の残りのすべての巻についてのデータ化

●テキスト中のギリシア語の表記の確定と既存データへの追加

　現在、L口TEXの次期Vcl’1　iOllであるLATEX　2εの開発が、　Ma．illz大学のFrank　Mittelbach

　をlll心として進められている。この冨1bX2εによるギリシア語の記述方法を検討し、それ

　に合せていく形で作業を進めていきたい。

・検索川スクリプトの改良

　作業の途中で、jgawkによるごく簡単な検索スクリプトを作成し、検索のテストを行ってみ

　た。awkのil三規表現を川いた文字列検索を川いたこのテスト川スクリプトでは、当該検索

　文字列がヒットした著作集の巻数、ページ数、行数などが表示されるようになっているが、

　ほぼ予想通りの結果を得る事ができた。しかしながらなお改善の余地があるものであるの

　で、今後改善した後公表していきたい。

・作成されたデータに基づくインデクスの作成

以上をクリアした段階で、出版元とのデータ等公開のための交渉に入りたいと考えている。
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付録

A　レコードの概念図
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　　　　　ANTRITTSREDE　IN　DER　AKADEMIE　DER’

　　　　　WISSENSCHAFTEN◆∂
　　　　　（1887）e

　　Dieser　Tag，　der　dem　gl’ofS（：ll　Leil川iz　gewidmet，　ist，1e菖t　die　ErwiigungV

rialie，　wie　viel　der　Akademie　im　Sin！1e　ihres　Stifters（1i（，　Pllilosophie（ド

seill　kaml．　Soll　sich　dicsc　Kこ｝rpcrsdLaft　als　1｛∋bcndige　Einh〔！itψ

li’：；‘　”icht噸．r鱒謄lr鱒糎鞭鯉｝91，6￥

11◆’

gewisseln　Verstande　die　gr6Bte　Realitat　derselbelL　Ja　wahrend　alle◆夢

Natunmr　Ersclicinung　ulld　Gcwand　e玉11es　UnerfaBbarell　ist，　erfallrellぐ∂

1レコード

B　欧文特種文字等の読み替え一覧

オリジナル データ オリジナル データ

a ll A 1， `

6 ll 6 闘0

i
i

師u i
i

闘u

y V’｛＼i｝
　‘‘◎　　・　　．

C，

OI‘　　　　開　，　●　　・　　・

B ll

r
　‘．．．

C
｛＼9］，q｝…　｛＼grq｝

6 ＼，a 6 ＼，e

a ＼‘a 6 ＼‘e

a ＼’a ⊆ ＼c｛c｝

§ ＼S

この他のものについては、［1】，13｝，［4】，【14］，［21】等を参照。
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OCRによる文献データベース作成

C レコード内データの例：

（ ）内の記号は本文中の　「フィールドの仕様」の項の項目番号に対応している。

134J
in　den　dialektischen　Widerstreit　zwischen　Dogmatism　（Metaphysik）や∂

und　Skepticism　vervickelt，　die　且uf1°losung　dieses　Widerstreits　durchぐJ
Erkenntnistheorie　ist　aber　der　Kriticism．、footnotemark［1］◆夢．，，．．，．．．．．．，．．．．．．．．＿．．．．．．．．．．　（9a）

　　　Sowohl　diese　Theorie　von　Kant　als　die　von　Comte　enthalten　eine◆∂

einseitige　Auffassung　des　Tatbestandes．　Comte　hat　die　historischenψ

　　　nur　den　geschichtlichen　Tatbestand；　an　spl「aterer　Stelle　kann◆夢

ihrn　da3　Ergebnis　au3　der　Analysis　des　Bewu”stseins　zur　Bestl°atigung◆8

dienen．ぐJ
　　　　　　　　　　　　　　　　DRITTES　KAPITEL4」　．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．タイトルはTABでおくる（5）

　　　　　　　DAS　RELIGI”OSE　LEBEN　ALS　UNTERLAGE　DER　METAPHYSIK．φ∂

　　　　　　　DER　ZEITRAU岡　DES　MYTHISCHEN　VORSTELLENSV

コココNi・剛k・㎜bez・・if…，・・…d・r　En・…h・・g・der　Wissen・・h・f・・ne－…贈階量（4）

in　Europa　eine　Zeit　vorauggegangen　ist，　in　uelcher　d．e　intellektuelle“J

Entwicklung　sich　in　der　Sprache，　Dichtung　und　im　mythischen　vorstellene

sowie　im　Fortschritt　der　Erfahrungen　des　praktischen　LebensV
vollzog，　dagegen　eine　Metaphysik　oder　Wissenschaft　noch　nicht　bestand．、tootnotemark［2］ぐ」．（9a）

　　　　Wir　treffen　die　europ’「aische　Menschheit，　㎜gesondert　vonぐJ

den　kleinasiatischen　Griechen，　in　intlmer　Wechselwirkung　mit　den（ρ
、footnotetext［1］｛ぐ」　　．．．，，．．．，，，．．．．．，，，．．，．，。，，．．．．．，．，．．，．．．．∴．．．．曾．．．，．．．．．，．．．．．．．．．．．．＿．．．（9b）

u〕uKant　2，　241ff．◆∂

｝ぐ」

、f。。tn。tetext［2】｛ぐ」

コuuTurgot　hat　zuerst　versucht，　das　Gesetzma”sige　in　der　Entwicklung　der　Intelligenzぐ5．＿　（tt）

zu　entwickeln，　da　Vicos　scienza　nuova　（1725）　sich　auf　die　Entui（：klung　der　Nationen　bezieht。

｝θ

135V
umgebenden　Kulturl”andern，　sechs　Jahrhunderte　v．　Chr．　im　”UbergangV

zu　dem　Stadiurn　der　Wissenschaft　vom　Ko8皿os　sowie　der　Metaphysike
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